


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ω 1989年 1月8日付朝日新聞。伊藤の天皇賛美(免罪)論は，『中央公論.11989年 3
月号でも明白である。
(却(29)(31) 拙稿「天皇の戦争責任に関する覚書(l)(2)J (1富大経済論集』第34巻3号およ
び第35巻1号)参照。
(25) 1東京裁判資料 木戸幸一尋問調書.1259頁。
(26) 上山春平・梅原猛・矢野暢「日本史の中の天皇J(1中央公論.11988年11月号)。
(27) 1989年 1月10日付読売新聞。
(28) 前掲『東京裁半山中巻890""""1頁(前掲『東条英機宣誓供述書.1128頁)。
(30) 前掲『東京裁判』中巻947""""9頁。
(3) 0'近衛日記.ll160"-'1頁。
(担) 前掲『東京裁判』下巻56"-'8頁。
(3日同上書上巻87"-'9頁。。6) 0'木戸幸一日記(東京裁判期).ll451頁。
(37) 前掲『東京裁判』下巻174頁。
(38) 0'世界政治.ll782 (1984年2月上旬)号3"-'4頁。
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(39) 佐々木惣ーは，「憲法改正と国家の政治的基本性格変更J (0'昭和21年10月8日発
表)でも，「凡そ国家の国柄は種々の方面より見られ得るのであるが，政治の様式よ
り見たものと，精神的，倫理的の方面より見たものとが，その主なものである」と
述べている(0'憲法改正断想.ll77頁。昭和22年6月刊収録)。
制) 和辻哲郎『国民統合の象徴.ll(0'和辻哲郎全集.ll14巻所収)。和辻は同じく次のよう
にも述べている。すなわち「天皇の本質的意義としてあげたのは『日本国民統合の
象徴』という点であって，必ずしも国家とはかかわらないのである。(中略)とにか
く日本のピープルの統一の象徴なのである。(中略)従ってその統一は政治的な統
ーではなくて文化的な統ーなのである」と(向上書367頁)。
ω のち，「学生とのティーチイン」他とともに単行本『文化防衛論』に収録。
ω 『文芸.ll1968年夏季号所収。
ω 読売新聞 1月1日夕刊。
制) 毎日新聞1月15日。
ω 読売新聞1月17日夕刊。
位。 前掲「日本史の中の天皇J (0'中央公論.ll1988年1月号)。
[追記] 文中敬称は省略した。

